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瓢
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日

中 国 人 青 年

劉君に一年の在留許可を
　
・
’
・
、
ｌ
ｙ
蔀
今
ｙ
Ｚ
凪

シ
い
。
！
ジ
。
”
司
妥
剔
丿
孚
ご
い
ぅ

″
‥
臼
ｙ
・
／
・
い
ノ
｛
三
十
対
日

Ｔ
Ｔ
・
に
叫
ふ
優
に
口
っ
た
。

Ｅ戦捷日本帝国主義
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･共立女子大新聞部･慶応義塾大新聞会

･東洋大新聞学会･一橋新聞部
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匹
已
＆
‘
　
ご
．
ド
ご
軸
月
孔
り
・
、

i
j
’

i
l
E
人
民
い
。
妃
に
０
間
趾
に

直
接
的
に
関
わ
っ
て
く
る
入
回
流
に

反
刈
し
こ
り
す
る
り
は
、
一
中
・
国
人

と
し
て
酒
然
い
権
利
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
に
ち
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
家
権

力
ａ
日
帝
は
、
「
在
日
外
国
人
に
は

人
権
か
な
い
」
９
と
プ
ル
ジ
。
ア
憲

法
さ
え
も
無
睨
す
る
よ
う
な
発
。
ａ
を

行
な
っ
で
い
兄
わ
れ
わ
れ
は
、
こ

の
権
力
○
妬
り
申
に
こ
そ
、
か
つ

て
回
目
哨
か
中
国
大
陸
、
朝
鮮
半
島

で
、
日
本
人
民
を
動
員
し
つ
つ
行
な

っ
た
蛮
行
の
数
々
と
、
そ
の
・
日
本
’
．
I
S

固
ｎ
｛
○
肩
一
の
中
、
安
い
労
動
力

と
し
で
、
朝
鮮
人
、
中
国
人
を
日
本

に
強
制
‥
だ
行
し
て
今
日
に
至
っ
で
い

。
る
こ
ぺ
何
ら
か
の
・
仰
山
で
、
□
本

　
に
も
ド
万
｝
り
な
か
っ
た
こ
と
、
日

　
本
に
来
で
か
ら
も
日
本
人
民
か
ら
差

　
別
さ
れ
、
権
力
か
・
ら
は
分
。
断
差
別
政

　
策
を
万
け
ら
れ
に
．
ｙ
、
こ
い
よ
う

　
ｊ
ｉ
ｉ
Ｊ

ｉ
５
４
Ｊ
ｐ
在
日
朝
中

　
人
民
。
そ
し
Ｘ
収
・
り
に
対
す
る
抑
圧

　
と
Ｉ
Ｆ
４
ｉ
Ｄ
Ｘ
Ｓ
Ｍ

５
Ｓ
４

　
る
こ
・
ご
な
く
、
そ
の
一
去
を
消
し
去

　
り
・
、
新
ｔ
な
・
Ｑ
支
配
を
貰
徴
せ
ん
と

　
し
て
い
る
口
吻
権
力
の
意
図
を
Ｑ
て

　
よ
る
こ
こ
が
で
き
る
。
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入 管 戦 線 の 整 備 を

通 し て 劉 君防衛を
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わ
れ
わ
れ
ｆ

Ｕ
ｇ
ｉ
ｇ
Ｓ
Ｕ

ひ
け
・
り
れ
た
、
口
遊
権
力
に
よ
る
不

当
な
弾
圧
こ
そ
、
法
務
大
臣
か
「
在

日
俐
鮮
人
、
中
国
人
を
煮
て
良
お
う

が
、
貌
い
λ
掘
う
が
、
そ
れ
は
日

奉
政
府
の
自
由
だ
。
」
と
公
ざ
し
て

は
ば
か
っ
な
い
人
唇
行
政
の
本
賢
で

あ
る
と
づ
え
る
。

　
自
由
政
哨
権
の
名
り
下
で
、
在
Ｕ

刎
恥
、
中
国
人
民
り
死
６
が
、
一
法

昂
大
臣
り
心
中
に
振
ら
れ
で
い
る

と
い
う
現
実
。
ま
た
、
戦
後
、
わ
れ

わ
れ
ロ
本
人
が
、
平
和
と
民
事
ぷ

い
中
べ
ぬ
く
、
ぬ
く
と
し
て
い
た

時
、
そ
れ
か
存
在
し
て
い
た
こ
と
。

そ
し
て
、
こ
れ
』
い
に
無
自
覚
な
日
本

人
句
わ
れ
わ
れ
学
新
関
誤
者
も
ま

　
　
　
　
　
　
　
ク
ペ
戦
に
八
り
‥
心
ぃ
中
田
り
略
ご
削
外
で
は
あ
り
Ｍ
な
い
こ
し
‘
が
七

に
ゝ
ぃ
い
;
ｊ

２
ｙ
Ｕ
ｙ

ｙ
２
．
１
Ｆ
Ｅ
人
民
ふ
」
・
七
渠
守
与
れ
以
降
ｏ
過
程
で
つ

　
　
　
　
　
　
　
劣
り
ぃ
、
申
ぷ
。
づ
必
ふ
□
定
に
し
き
だ
さ
れ
几

ｊ
．
『
く
「
外

Ｊ
‐
、
ｊ
八
’
、
．
、
・
げ
．
昌
三
｀
已

　
　
　
丁
て
ツ
．
こ
い
…
…
…
」

．
　
’
‐
｀
‘
　
こ

一
』
４
『

び
ロ
申
囚
人
に
対
し
ｔ
ｓ
４
Ｆ
¥
　
ｔ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
』
・
旨
こ
と
ｙ
』

梅
月
三
体
．
陛
っ
で
口
台
密
約
等
深
く
反
香
し
、
未
だ
不
整
鯛
な
入
管

に
｛
ツ
・
・
而
ふ
・
脅
し
｝
い
る
一
介
石
戦
緩
り
状
況
に
あ
っ
で
、
わ
れ
わ
れ

Ｔ
‥
ゾ
ド
リ
に
バ
．
し
た
り
、
び
口
は
、
妬
・
く
ｏ
ｙ
新
と
共
同
し
て
、
入

ｎ
一
争
り
削
進
り
た
め
大
衆
肩
宣
、

随
報
収
集
辱
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
６
勤

を
追
求
し
で
い
く
だ
ろ
う
。

　
現
在
、
日
帝
権
力
か
、
入
ｎ
行
政

総
休
を
。
辿
し
て
在
Ｕ
朝
鮮
、
中
国
八

民
に
対
す
る
生
旨
権
、
居
住
権
を
。
史

に
管
理
弦
叱
せ
ん
と
し
て
、
入
営
法

国
命
脚
上
程
を
な
ぞ
ん
と
す
る
時
、

こ
り
中
に
在
っ
刄
在
日
朝
鮮
、
中

国
人
・
民
か
自
ら
○
生
き
る
道
を
閉
ざ

さ
れ
ん
と
す
る
．
Ｍ
、
わ
れ
わ
れ
は
、

断
固
と
し
て
、
日
帝
権
力
に
対
す

る
、
を
日
切
鮮
、
中
国
人
民
の
生
ｅ

権
、
居
住
極
補
り
『
り
闘
い
を
廣
開
し

て
い
く
で
あ
・
ろ
う
。
同
体
的
に
は
、

福
祉
、
。
医
原
、
教
育
等
の
面
に
わ
た

る
鮭
保
、
失
対
保
険
な
ど
の
適
用
を

慢
ち
収
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
当
。
・
圓
Ｏ
Ｊ
迦
と
し
て
、
四
月
二
十

一
日
に
迫
っ
た
劃
道
昌
君
の
在
留
萌

限
切
れ
に
対
し
、
こ
の
権
力
の
不
当

な
弾
圧
の
現
実
を
、
多
く
り
学
友
諸

君
の
前
に
明
ら
か
に
し
、
多
く
の
学

友
諸
君
か
、
劉
君
支
援
の
纒
い
に
決

起
す
る
こ
と
２
訴
・
べ
同
時
に
、
政

府
・
法
務
省
に
対
し
、
左
○
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
も
。
で
、
劉
君
に
対
す
る
不

当
弾
圧
を
耐
Ｕ
抗
議
す
る
。

∧

１

Ｖ

　
日
本
帝
国
主
義
ツ
ッ
＆
民
地
叱

政
策
（
大
東
亜
共
栄
・
構
想
）
は
4
5
年

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
り
前
に
破
産
し
て

い
っ
た
。
こ
の
旧
日
本
帝
国
主
義
の
決

定
的
崩
壊
状
態
り
中
で
、
無
能
な
日
本

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
尻
目
に
、
唯
一

の
革
命
的
闘
い
を
匯
開
し
統
け
た
の
は

足
堀
、
夕
張
、
花
岡
鉱
山
な
ど
の
強
制

戦
駱
そ
の
も
０
と
し
て
あ
る
。

　
　
　
Λ
２
Ｖ

　
現
を
Ｍ
わ
れ
て
い
る
入
糎
麗
争
と
は

を
日
申
哨
人
民
に
と
っ
刄
『
単
一
の

祖
叫
民
族
形
成
』
を
か
け
た
患
詔

民
族
解
放
闘
争
の
完
遂
の
祠
争
で
。
‘
心
り

日
本
人
に
と
っ
て
は
、
抑
圧
民
族
と
し

て
存
侭
レ
続
け
で
き
た
本
土
帝
国
主
義

悪
血
前
回
吊
床

ぶ
。
擾
き
に
わ
な
召
漕
り
可
鴫
な

支
配
か
ら
解
放
さ
れ
、
4
9
年
の
中
国
革

命
○
成
立
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
ア
ジ

-一一
- - -

主
一
打
倒
、
極
東
軍
事
反
革
命
体
制
解

体
と
す
る
男
一
次
ア
ジ
ア
革
命
に
合
流

す
る
の
か
否
か
を
間
う
、
真
の
反
帝
国

主
或
闘
争
り
形
嘴
を
か
け
た
扁
い
な
の

で
あ
る
。
日
本
本
Ｌ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
は
「
帝
国
Ｅ
義
Ｉ
植
民
地
」
と
い
う

関
係
に
お
け
る
植
木
的
立
場
と
し
て
の

さ
ん
の
こ
り
偉
大
な
扁
い
に
対
し
、
日

本
人
は
「
特
例
」
と
い
う
文
字
を
つ
け

て
し
ま
っ
た
の
で
め
っ
た
。
枇
い
て
闘

わ
れ
た
巫
君
２
磁
一
二
六
号
柵
得
闘

争
は
第
二
次
ア
ジ
ア
革
命
の
半
勝
利
分

の
防
衛
を
か
け
た
欄
い
で
あ
っ
た
。
即

ち
、
日
帝
が
、
4
9
吊
中
国
革
命
、
朝
鮮

半
励
に
お
け
る
闘
い
の
前
進
の
申
で
、

申
哨
人
民
と
日
帝
と
り
力
関
係
に
よ

り
、
（
日
帝
が
一
九
五
二
年
、
中
朝
人

民
の
革
一
明
闘
争
に
対
す
る
妥
一
策
と

レ
て
）
‐
ｓ
め
気
侭
吋
の
意
義
を
路

ま
え
、
そ
の
半
一
利
分
を
防
柘
せ
ん
と

す
る
翼
い
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
彼
の

闘
い
は
日
「
！
酢
的
地
位
一
定
紛
砕

へ
せ
め
登
・
Ｑ
闘
い
の
一
緒
で
あ
り
、
劉

さ
ん
の
闘
い
の
切
り
Ｉ
い
な
雌
平
を
押

し
拡
げ
、
大
衆
的
に
す
る
こ
ぺ
「
特

三
月
入
管
法
再
上
程
へ
向
け

劉
君
、
記
者
会
見
を
行
う

　
　
法
務
省
の
不
当
弾
圧
に
抗
．
ぷ

は
、
同
時
に
日
本
階
級
闘
争
を
ア
ジ
ア

革
命
に
合
流
で
さ
う
る
の
か
、
否
か
と

い
う
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
在
日
中
副
人

鍼
の
Ｉ
い
の
・
中
で
、
七
・
七
集
会
、
十

・
八
集
会
に
お
い
て
二
度
の
華
膏
一
か

ら
の
決
別
宣
言
、
告
発
、
自
己
批
判
を

責
ま
・
り
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
抑
圧
民
族

と
被
抑
圧
璃
。
朕
と
い
う
こ
の
本
質
的
関

儡
を
暴
露
し
、
抑
圧
民
族
を
解
体
し
、

人
、
剛
鮮
人
に
と
っ
ｘ
、
。
に
惣
八
入
心
Ｊ
ま
う
回
心
ご
切
・
ｕ
み
・
こ
と

も
点
辿
り
Ｉ
軍
に
ら
ど
　
。
ご
い
と

い
シ
刎
君
○
要
求
は
、
・
、
‥
　
、
口
中
国

　
劉
遊
昌
君
は
、
一
月
。
。
一
才
一
日
午
後

二
時
か
・
り
、
お
茶
○
水
駅
子
大
学
学
生

会
館
で
、
記
者
会
見
を
行
な
っ
た
。

　
こ
○
会
見
は
、
一
年
の
在
留
副
圓
を

不
当
に
半
年
に
短
紡
ざ
れ
た
劃
道
昌
君

の
こ
と
か
、
一
般
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て

な
く
、
商
栞
新
聞
な
ど
も
そ
の
Ｉ
Ｓ
分

し
か
報
道
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ー
り
、

劉
君
を
ａ
め
た
在
日
中
国
人
○
立
場
を

多
く
り
人
に
知
っ
て
も
ら
う
と
い
・
う
ぶ

旨
で
行
な
わ
れ
た
。

　
初
め
に
、
昨
年
米
一
む
８
四
い
を
支

憲
法
Ｏ
Ｍ
本
的
人
権
ご
Ｉ
λ
‐
’
ぶ
め
心
れ

て
な
い
と
い
う
環
境
を
腿
で
も
、
ま
た

今
日
あ
る
在
日
中
国
、
朝
鮮
人
は
旧
日

兌
戦
後
民
主
ポ
｛
の
申
で
、
植
木
的

人
権
○
保
障
さ
れ
て
い
る
Ｕ
本
人
か
い

る
一
万
、
人
穴
Ｑ
か
。
‥
っ
た
、
。
４
で

本
帝
国
主
力
浸
略
の
結
果
だ
と
い
う
一

瞭
史
的
条
陛
か
ら
し
で
も
、
氏
当
な
艶

の
で
あ
り
、
劉
君
り
要
求
と
一
い
を
断
一

巫
君
り
Ｍ
い
眠
っ
た
地
平
乞
吏
に
押
し

進
め
、
三
八
度
線
り
突
破
を
か
け
て
Ｉ

半
年
に
短
縮
し
、
し
か
も
そ
り
理
由
を

あ
い
ま
い
に
し
た
ま
ま
、
ビ
ザ
を
む
ろ

し
な
。
こ
れ
に
対
す
る
、
在
留
剛
闇
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
で
行
な
わ
れ
た
。
　
　
　
　
今
後
、
国
家
権
力
１
日
帝
り
色
目
朝
鮮
‐
‐
ま
た
、
騒
が
れ
て
い
る
日
中
間
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
め
に
、
昨
年
米
一
む
　
　
　
中
国
人
に
対
す
る
攻
撃
の
怠
図
を
Ｑ
抜
ぞ
、
最
も
咳
心
。
旧
な
同
４
は
、
台
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　

’
援
し
て
き
た
劃
一
委
か
・
ら
　
　
　
き
、
そ
れ
に
対
、
心
し
た
方
針
を
出
し

リ

間
Ｓ
９
;
ｙ

ｌ
Ｅ
ｙ

Ｚ
ｉ
ｊ
ｔ
Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
]
i

と
、
法
務
省
人
自
助
に
　
　
　
い
く
で
あ
ろ
っ
ご
　
　
　
　
こ
ｉ
以
か
あ
り
、
政
・
‘
酎
勁
は
Ｉ
Ｑ
禁

（

Ｊ
ｙ
Ｅ
｛
Ｊ
ｗ

一
Ｍ
７
ｙ
’
貿

一
　
　

｝

゛
“
君
｀
い
溺
゛
営
“
よ
尺
゛
゛
“
¨
賢
ま
で
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

‐
要
求
し
た
が
霧
緬
抗
議
闘
争
の
報
ご
ら
、
ぷ
罰
則
㈲
が
、
牛
年
に
短
縮
。
一
ど
．
Ｑ
台
湾
を
中
囚
人
。
町
中
が
Ｈ
本
鴎
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
―
七
、
そ
の
中
で
、
次
い
よ
う
な
れ
心
・
の
は
、
聘
経
四
来
日
反
対
闘
タ
、

一
だ
ら
け
い
生
６
ご
ら
よ
う
な
一
応
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ら
れ
た
。
　
　
　

一

人
管
。
反
対
一
？
に
参
如
し
た
か
ら
だ
と
台
吟
こ
そ
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

人
1
2
1
y

i
g
g
i
4
1

'
7
S
i
4
<
C
j
g
'
o
j
9
中
に
こ
ふ
発
’
‘
¨
ム
゜
だ
゜

｀
時
に
日
本
階
級
闘
争
を
ア
ジ
ア
ー
ま
で
も
っ
て
い
に
在
・
留
明
ｕ
一

い

の

ご

戈
戦
前
、
中
国
大
陸
で
Ｍ
一
心
限
り
一
一
最
礎
に
、
配
り
Ｊ
、
旭
区
天
心
勁
や

ー
４
Ｄ
ｆ
ｐ
ｌ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
ｙ

Ｍ
Ｓ
ヒ
ザ
晟
七
〇
年
三
月
に
な
っ
一
八
突
然
」
を
尽
く
し
た
侵
略
者
の
酷
い
姿
か
あ
Ｉ
Ｈ
本
人
０
�
一
等
に
つ
い
て
石
干
、
に

固
支
持
し
て
い
く
で
あ
ろ
・
・
？
。
そ
し
て

今
後
、
国
家
権
力
１
日
帝
り
色
目
朝
鮮

一

い

抜

か

な
け

れ

ぱ

な

1i

な
い

と
こ
ろ
に
、
戦
渥
民
卜
玉
義
ｏ
本
町
か

あ
．
・
心
よ
う
に
思
う
．

’
そ
し
て
、
旧
日
本
所
国
・
．
玉
我
か
中
国

侵
略
．
‘
じ
妃
し
た
、
殺
り
く
、
蜃
行
、
非

一
良
お
う
く
焼
い
て
良
む
う
1
.
肋
ｆ
″

ご
で
き
．
Ｊ
が
目
朝
鮮
、
中
国
人
が
い
る

宍

11

で
、
差
別
さ
れ
、
抑
。
圧
さ
れ
続
け
、
ゆ

が
め
ら
れ
た
形
で
、
形
成
さ
れ
て
今
日

あ
る
柾
Ｕ
朝
鮮
、
中
田
入
り
歴
史
、
現

戈
を
抜
き
に
し
た
戦
慢
処
理
口
あ
り
り

な
い
。

在
日
被
抑
圧
民
政
無
条
件
防
衛
が
間
わ

れ
る
の
で
あ
り
、
日
本
帝
国
主
義
民
族

の
解
体
を
か
け
て
、
在
日
中
明
人
民
の

「
民
族
的
責
任
の
思
想
」
の
止
揚
を

抗
日
民
族
蕪
放
闘
争
を
防
衛
せ
よ

例
化
」
を
粉
砕
し
で
い
く
も
の
と
し
て

存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
人
に
と

っ
て
は
、
個
別
の
一
争
を
普
遍
的
に
す

る
４
、
銃
ら
の
息
鯉
権
、
自
決
権
獲
得

の
為
に
一
い
抜
ノ
ヽ
ご
と
が
で
き
る
の
か

否
か
か
問
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

『
日
本
階
級
一
争
両
ト
亡
初
め
て
の
反

楕
国
主
４
一
争
へ
の
出
発
点
て
あ
っ

た
。
自
紺
の
謄
史
的
、
現
実
的
抑
圧
民

靫
と
し
て
り
解
体
と
い
う
歴
史
的
虚
大

な
任
務
の
鍼
隷
り
た
め
に
、
本
土
帝
１
１
１
｀

主
義
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
日
帝
○
、

在
日
中
刎
人
民
へ
り
抑
圧
、
支
配
の
強

叱
と
し
て
の
入
営
体
制
、
そ
の
反
革
命

的
、
排
外
主
義
的
艮
序
形
成
に
対
し
、

　
　
　
Λ
４
Ｖ

　
日
本
急
ｋ
的
大
衆
一
争
り
根
本
的
任

務
は
か
か
る
．
化
日
中
刎
人
民
の
『
単
一

の
祖
Ｕ
、
民
族
形
式
』
へ
と
せ
め
登
る

麗
い
、
即
ち
、
．
’
．
一
八
度
線
○
突
破
を
勝

ち
以
ら
ん
と
す
る
第
三
次
ア
ジ
ア
革
命

に
合
流
す
る
Ｉ
い
を
構
築
す
る
こ
と
『
ヽ
Ｃ

あ
る
．
Λ
在
日
被
抑
圧
民
族
の
自
治
唯

・
自
決
権
Ｖ
を
希
求
す
る
Ｍ
い
Ｉ
朝
鮮

箱
へ
り
国
箱
書
き
蓄
え
闘
争
支
持
、
生

盾
権
（
社
保
、
健
保
な
ど
）
の
国
籍
を

間
わ
ず
無
条
件
の
適
用
、
劉
彩
品
一
ど
ん

の
永
住
権
を
即
時
無
条
件
に
獲
得
す
る

こ
ぺ
劉
道
昌
君
に
も
と
ど
お
り
一
年

の
在
留
を
／
勝
ち
取
る
た
め
に
全
力
で

　
そ
し
て
で
。
一
月
人
肖
低
吟
上
程
阻
止

四
月
捻
。
一
泡
阻
止
に
向
け
で
、
か
つ
て

一
度
た
り
と
も
ア
ジ
ア
人
民
○
闘
い
に

合
流
す
る
こ
と
な
く
経
て
き
た
一
国
主

義
的
、
木
次
急
進
的
大
衆
Ｕ
争
０
革
命

的
清
算
の
た
め
に
Ｕ
い
仮
か
な
け
れ
は

な
ら
な
い
。
ゴ
こ
の
祖
国
、
民
吹
形

ぎ
と
い
う
在
Ｕ
被
抑
圧
民
族
の
杭
Ｈ

民
玖
解
放
翼
争
り
水
久
革
匈
と
し
て
の

発
展
の
全
一
程
を
無
条
件
に
支
持
、
防

衛
す
る
と
い
う
植
木
的
立
場
を
ぽ
４
し

つ
つ
、
帝
国
主
義
民
政
、
3
M
I
平
和
Ｆ
．

義
の
解
体
を
か
け
た
日
本
人
人
唇
闘
争

岑
蚕
大
衆
的
に
、
一
ほ
日
本
人
を
人
管

に
動
員
し
抜
い
て
瑚
い
抜
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
日
本
人
人
恰
闘
争
の
原
点
を

再
亥
擬
え
つ
つ
、
現
在
、
東
洋
大
に
お

い
て
分
散
と
し
て
い
る
人
管
戦
線
Ｑ
強

化
を
齢
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け

入
営
実
を
中
心
と
す
る
再
組
織
化
の
中

に
こ
そ
、
東
洋
大
に
お
け
る
大
衆
的
な

人
管
吟
一
月
再
上
程
阻
止
の
隊
伍
か
構

築
出
米
る
の
で
あ
る
。
入
ｎ
斑
等
々
り

分
敗
せ
る
人
謀
戦
線
の
人
管
実
へ
り
結

集
を
埴
し
て
大
衆
的
な
捌
い
を
か
ら
と

］
る
こ
と
こ
そ
現
下
り
Ｉ
嗜
で
あ
・
’
｀
。

← = - 四 - － -
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一
て
「
妃
を
決
心
し
た
」
と
よ
ｙ
ａ

に
い
わ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
Ｉ
体

呵
だ
ろ
う
か
。
土
地
へ
の
愛
４
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
と
も
胱
史
的
に
同
家
権

力
に
収
奪
し
抑
圧
さ
れ
て
き
た
Ｊ
民

の
怨
念
か
ら
だ
ろ
う
か
。
▼
一
回
り

様
々
な
維
．
ｄ
を
よ
そ
に
て
咀
塚
は
闘

っ
で
き
た
。
そ
の
堅
史
の
。
咀
み
は
、

ど
ん
な
オ
シ
で
ペ
リ
よ
り
も
祝
く
僕

ら
に
つ
き
つ
け
る
。
▼
だ
だ
っ
・
．
Ｕ
い

平
野
に
木
材
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
瞑
ら

れ
る
梢
、
良
哨
い
穴
の
中
に
、
溥
す

暗
い
ろ
う
そ
く
を
つ
け
て
梱
る
安

家
。
¥
７
は
、
そ
ん
な
も
の
は
Ｉ
．
一
里

塚
に
は
似
合
わ
な
い
り
だ
。
飛
行
場

を
作
ろ
う
と
し
な
け
れ
ば
半
和
な
静

か
な
４
村
だ
っ
た
の
に
▼
「
哨
っ
で

見
過
ご
せ
ぱ
、
ど
ん
な
権
力
の
Ｍ
政

だ
っ
」
Ｌ
Ｕ
で
生
き
て
い
け
る
世
の
中

な
の
に
」
と
、
知
り
た
か
ぷ
り
し
て

人
は
い
う
。
そ
ん
な
奴
Ｊ
プ
″
靫
せ

ば
い
い
こ
ん
な
奴
か
１
い
か
ら
。
一

咀
塚
は
今
ａ
っ
て
い
・
心
り
だ
。
そ
ん

な
収
の
無
測
心
り
た
心
に
一
。
。
。
咀
塚
４

孤
立
す
一
Ｊ
か
６
し
れ
な
い
り
だ
。
▼

侠
は
今
こ
Ｑ
ｉ
回
、
良
ぞ
」
人
０

声
が
う
る
さ
い
。
司
血
な
で
４
い
て

い
。
’
Ｊ
。
男
と
必
か
親
し
そ
う
に
必
を

し
で
い
．
Ｑ
。
四
人
賦
。

‘ Ｃ
、
今
靫
っ
ご

ぱ
か
り
ｏ
試
峻
り
話
φ
」
し
て
い
・
兄

外
休
み
り
宛
行
ぃ
浙
肖
を
必
し
て
い

る
収
も
い
兄
時
々
、
そ
ん
な
．
ｉ
ｏ

申
に
介
入
し
て
い
っ
て
、
「
t
7
1
!

里
４
．

」
．
ｃ
:
1
な
心
‐
ｔ
」
ど
な
？
・
ヽ
や

り
た
い
よ
う
一
ふ
衝
幼
に
か
ら
れ
Ｊ
Ｊ

は
伺
汝
だ
う
り
か
。
吻
が
降
ク
し
い

‐
｡
I
S
l
j
!
j
r
!
’
1
‐
’
F
¥
l
g
!
2
5
1

せ
よ
’
Ｌ
Ｊ
い
た
こ
で
。
６
仮
い
ｉ
数

で
・
・
し
い
兄
そ
れ
が
同
を
訴
一
’
？
い

心
０
・
７
、
‐
Ｊ
ん
な
琲
ノ
ー
い
・
以
だ

ろ
う
ひ
。
▼
呪
は
同
ん
と
・
で
’
昌

文
９
ｙ
河
い
で
い
�
。
理
由
が
。
心
る

と
ｒ
れ
ｕ
．
。
。
甲
４
に
八
ん
な
Ｉ
尾

1
1
1

‐
口

し
。
‘
’
収
し
い
Ｌ
思
う
ｙ
ら
だ
。
日
μ

同
な
？
Ｕ
か
・
ぃ
非
目
な
り
吊
ｕ
へ

み
ん
な
い
賤
ひ
出
し
Ｃ
ａ
し
い
ひ
・
ぃ

だ
。
’
炭
む
せ
よ
″
‐
ご
Ｊ
泰
Ｋ
そ
う

い
う
‥
艮
芯
べ
。
。
甲
。
４
今
日
日

Ｊ
い
て
も
ｓ
分
無
’
駄
だ
う
っ
ひ
っ

ｔ
Ｖ

ｐ
Ｊ
ｔ
＆
ず
に
は
い
・
い
れ
な

い
。
▼
学
友
端
麗
乙
二
里
塚
農
民
と

連
帯
し
警
世
決
戦
に
総
話
集
せ
よ
／
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産
業
計
算
制
御
Ｊ
Ｊ
順
一

隨
咳
．
Ｌ
ｔ
と
製
鉄
・
石
油
な
ど
の
沁
万
・
・
】
。
‐
お
け
る
梁
丿
跨

算
拷
に
よ
る
計
算
制
御
ン
予
ァ
ム
｛
叱
円
。
を
勢
そ
‘
ふ
戸
’
μ
べ

｀
－
コ
ロ
ナ
社
創
立
Ｓ
周
年
記
念
出
版

①
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流
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数
学
び
ジ
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リ j

当面する劉君防衛

闘争のスローガン

　　　ー〈４〉－

Ｏ
刎
遥
昌
君
の
在
留
期
限
を
も
と
通

り
一
年
に
も
ど
せ
／

○
戴
一
権
Ｓ
用
に
よ
る
期
間
短
縮
粉

砕
／

　
正
当
な
跨
経
国
来
日
反
対
、
入
一

法
反
対
の
闘
争
に
対
す
る
弾
圧
粉
砕

／○
劃
君
へ
の
不
当
な
追
跡
叫
査
、
一

行
お
よ
び
家
族
へ
心
不
当
な
弾
圧
を

許
す
な
／
‘

ｏ
在
日
中
国
人
、
朝
鮮
人
の
居
住
権

生
活
樗
、
基
本
的
人
権
を
全
面
的
に

保
証
せ
よ
／

○
法
昂
雀
は
、
末
永
、
黒
田
の
反
動

的
な
「
回
答
」
を
徽
回
し
、
一
訴
状

の
四
項
目
を
認
め
、
回
ら
せ
よ
／

ｏ
入
管
法
再
上
程
岨
止
／

左
記
の
四
学
齢
連
名
を
も
っ
て
右
声

明
す
る
。

　
　
　
　
一
九
七
一
年
二
月
ｔ
二
日

　
共
立
女
子
大
学
新
聞
郎

　
一
応
嚢
塾
大
学
新
聞
会

　
東
洋
大
学
新
聞
学
会

　
】
構
新
聞
都

ヽ
‐
ｓ
゛
’
一
’
一
一
一
h
t
t
ｐ
:
/
/
w
w
w
.
‘
。
一
７
．
一
＆
‐
S

4
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‐
'
I
S
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i
i
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４
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ｌ
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一

日
中
刎
人
民
の
闘
い
は
迦
腰
し
て
い
っ

尽　
こ
の
よ
う
な
中
で
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

義
は
そ
の
巨
大
な
軍
騨
力
を
持
っ
て
、

攻
め
登
る
ア
ジ
ア
革
命
の
絞
を
1
7
度
綾

3
8
度
鰻
で
封
殺
し
、
更
に
5
1
年
1
0
月
に

は
「
出
入
国
管
理
令
」
を
艮
定
、
「
日

　
『
韓
』
会
談
」
第
一
回
予
轜
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。
一
方
日
帝
は
日
本
労
働

者
喘
級
の
無
能
さ
の
中
で
、
一
も
革
命

的
な
在
日
中
朝
人
民
の
闘
い
に
対
し
。

「
外
国
人
学
校
閉
！
ご
「
団
剃
令
」

『
在
日
朝
鮮
人
を
本
国
に
帰
還
さ
せ

る
』
な
ど
、
在
日
中
明
人
民
の
『
民
族

形
成
』
に
対
し
、
激
し
い
弾
圧
を
纒
り

返
し
、
米
・
日
帝
と
も
と
も
本
土
へ
り

第
二
次
ア
ジ
ア
革
命
の
北
上
を
防
い
で

い
っ
た
。
即
ち
、
在
日
中
蛸
人
民
の
第

二
次
ア
ジ
ア
革
命
へ
の
合
流
を
賭
け
た

あ
ら
ゆ
る
蜂
起
は
、
米
・
日
帝
の
弾
圧

の
０
に
崩
壊
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

　
以
後
ア
メ
リ
カ
帝
凶
主
。
匹
○
軍
事
、

政
治
、
経
済
力
○
庇
護
の
下
で
、
ア
ジ

ア
に
お
け
る
反
革
命
○
盟
主
と
し
て
登

場
す
る
日
帝
は
、
そ
り
第
一
堂
必
年

日
「
韓
」
条
約
一
『
日
韓
法
的
地
位
一

定
』
と
い
う
形
で
、
極
東
郷
支
配
へ
と

進
む
。
即
ち
、
刳
鮮
一
台
拷
Ｉ
沖
縄
を

中
心
軸
と
す
る
極
東
反
革
命
軍
事
体
制

の
確
立
で
あ
る
。
。
更
に
国
内
に
お
い
て

は
、
入
営
令
、
外
献
法
、
大
村
収
容
所

を
三
本
柱
と
す
る
左
日
中
朝
人
民
へ
の

戦
後
支
配
体
制
の
強
制
か
成
さ
れ
、
日

帝
の
手
に
よ
る
弾
圧
、
同
色
政
策
が
進

行
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
現
在
、
ヴ
｀

ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
シ
ナ
革
自
○
永
久
的

勝
利
的
発
菱
０
前
に
、
文
字
ど
お
り
、

米
治
・
日
覆
・
朴
と
り
七
〇
年
代
最
大

楓
略
と
し
て
、
一
束
反
革
命
支
配
体
制

○
強
化
及
ひ
。
肖
編
が
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
堀
尾
「
人
音
令
」

を
一
に
大
幅
に
改
悪
せ
ん
と
し
、
上
里

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
入
呑
法
」
は

政
一
凶
勤
の
い
っ
さ
い
の
禁
止
、
法
務

大
臣
の
自
由
ａ
慧
権
り
拡
大
、
法
律
一

二
六
号
り
撤
回
、
生
旨
権
レ
ペ
ル
で
り

分
断
、
差
別
攻
一
、
民
族
教
育
へ
り
弾

圧
な
ど
在
日
中
朝
人
民
へ
の
可
酷
な
弾Ｕ

解
叉

｜

　
『
韓
国
轜
』
か
ら
朝
鮮
幣
へ
の
国
籍

書
き
替
え
闘
争
、
そ
し
て
側
道
岫
君
の

‐
い
は
、
ま
一
ｃ
し
く
、
劉
彩
Ｍ
さ
ん
、

民
族
形
Ｓ
の
実
現
、
す
な
わ
ち
、
『
単

一
の
祖
国
、
民
族
形
成
』
の
た
め
に
闘

い
抜
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
そ
し
て
、
今
、
日
本
階
級
闘
争
は
歴

史
的
な
一
国
主
義
、
国
民
平
和
主
義
の

枠
を
突
破
し
、
真
実
の
反
帝
国
主
義
の

形
成
を
緊
急
に
同
わ
れ
て
い
る
。
印
年

Ｈ
月
Ｓ
ｌ
ｙ

Ｓ
９
以
降
三
年
圖
に
わ

た
る
急
進
的
大
貫
闘
争
の
最
後
の
囃
い

で
あ
り
、
そ
の
戦
一
明
一
国
主
義
左
翼

の
枠
一
杯
に
�
い
抜
い
た
限
界
を
有
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
年
７
月

蛍
阻
止
、
新
宿
西
ロ
ハ
ン
ス
ト
り
闘
い

に
合
繊
す
る
こ
と
な
く
、
「
大
学
立
法

粉
砕
」
と
し
か
叫
ぶ
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
日
本
急
進
的
大
衆
闘
争
は
、
そ
の

日
本
階
級
闘
争
の
．
匯
史
的
性
格
を
如
実

策は70
゛年

日日代∧
・帝に
茉の人３

留蜃ぞＶ

国ア（ﾝJ
主ジ刎

義ア彩
の植Ｍ

植民支
東端援
軍叱●

義
の
戦
略
に
樅
昿
か
ら
迫
っ
た
剽
い
で

あ
り
、
同
時
に
民
族
排
外
£
義
に
よ
っ

て
一
織
さ
れ
、
本
土
帝
国
主
義
プ
ロ
レ

へ
○
鋭
い
突
き
つ
け
で
あ
っ
た
。
「
民

ｋ
的
責
任
の
思
想
」
に
集
約
さ
れ
る
水

準
で
一
轍
す
る
日
本
人
に
対
し
、
劉
女

史
は
単
独
で
「
中
国
轜
」
三
年
間
の
ピ

ザ
を
蚕
り
し
た
。
彼
女
は
「
特
例
」
に

し
て
も
、
国
鞭
の
自
由
湯
沢
に
よ
る
ビ

ザ
獲
得
と
い
う
事
実
を
築
き
、
入
営
体

制
に
亀
裂
少
夭
れ
た
○
で
あ
っ
た
。
劉
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七
〇
年
十
一
月
９
一
島
劃
一
事
件
は
国
民
平
和
主
義
の
ぬ
心
ま
齢
に
ひ
た
り
国
主
義
の
残
虐
な
る
哨
鮮
植
民
地
気
配

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
人
民
に
Ｉ
大
込
む
わ
れ
わ
れ
を
鋭
く
糾
弾
し
て
や
ま
に
杭
し
て
、
数
千
万
０
朝
鮮
人
民
が
抗

一
徴
を
与
え
、
か
つ
こ
の
Ｉ
の
日
本
急
な
い
。
朴
六
〇
万
軍
隊
と
地
獄
的
な
経
口
武
装
闘
争
に
蜂
起
し
た
輝
か
し
き
日

聴
主
磯
葛
勁
を
担
っ
て
来
を
沓
わ
れ
済
の
。
血
圧
下
で
死
ぬ
こ
と
以
外
に
・
目
身
で
あ
る
。
以
来
こ
の
・
民
政
解
放
闘
争
０

る
斬
左
翼
の
申
に
あ
っ
て
も
こ
れ
へ
り
を
展
望
出
来
な
か
っ
た
妓
の
行
為
を
紘
気
運
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
、
ｉ
の
南
北

感
性
的
共
鳴
を
公
表
し
て
恥
じ
入
る
様
承
せ
ん
と
す
る
労
勧
者
り
扁
い
か
地
紋
分
断
政
策
の
中
に
あ
っ
て
も
「
統
一
ｉ

子
忿
い
雰
の
存
在
昌
露
し
た
。
し
曝
″
で
官
・
と
の
対
岐
ぷ
２
こ
鮮
冷
原
像
は
決
し
て
り
急
‐
こ
心

台
頭
す
る
右
翼
急
進
主
。
義
に
相
・
６
し
て
し
て
い
る
。
多
く
の
人
々
は
垣
起
す
る
く
、
い
ま
な
お
未
完
‐
の
民
良
解
放
1
5

全
面
的
に
屈
服
す
る
既
成
左
翼
屁
共
）
だ
ろ
う
。
か
っ
て
ゴ
・
ジ
ヱ
ン
ジ
ェ
ム
淀
ｉ
す
る
圖
い
と
し
で
糾
。
水
石
で

い
よ
い
よ
そ
り
思
想
的
堕
落
の
度
を
疎
‐
カ
イ
ラ
イ
政
権
の
下
、
ア
ン
ク
ア
ン
い
る
。

め
る
斬
左
翼
内
部
。
か
か
る
中
に
あ
っ
寺
賦
の
僧
侶
達
か
次
々
と
身
ヘ
ガ
ソ
リ
　
３
・
―
り
路
史
的
�
義
肖
ご
り
も

て
、
真
実
に
自
ら
反
帝
国
際
主
義
の
隊
ン
を
か
ぷ
り
両
火
し
自
身
を
慨
き
り
す
の
と
し
、
単
一
民
ｋ
朝
鮮
中
囚
。
両
人
民

伍
に
形
成
せ
ん
と
す
・
’
心
者
は
、
朝
鮮
半
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
民
族
解
の
圓
い
に
呼
応
す
る
よ
う
円
ひ
強
く
ｉ

馬
と
り
わ
け
南
Ｓ
朝
鮮
人
民
の
文
字
通
放
闘
争
9
4
4
3
’
a
i
9
1
1
1
4
j
S

’
9
Q
。

り
の
生
命
を
か
け
た
疆
い
に
注
目
し
な
り
柘
い
た
こ
と
を
／
ま
き
に
、
そ
の
　
入
管
体
制
粉
砕
／

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
前
夜
的
Ｕ
況
と
し
て
南
部
朝
鮮
人
民
の
　
日
「
弊
」
法
的
地
位
一
定
粉
吟
／

　
｝
九
六
七
年
り
テ
ト
攻
勢
を
歴
史
的
闘
い
は
あ
る
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
相
ら
　
入
管
法
国
会
。
肖
り
．
ａ
阻
止
／

転
換
Q
‐
Q
j
p
;
4

1
3
1
1
i
l
2
;
Q
に
、
こ
Q
a
g
g
l
s
2
1
1
￥
4
　
J
z
i
鮮
人
民
・
中
囚
人
民
０
無
条

け
る
勝
利
を
確
保
し
た
ベ
ト
ナ
ム
氏
族
輪
を
尨
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
　
件
‐
り
居
住
と
祖
国
目
由
柾
貳
を
恥
ら

解
放
革
命
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
1
9

j
3
i
H
4
i
J
i
i
p
4
y
　
　
l
れ
／

敗
北
を
強
制
し
つ
つ
イ
ン
ド
シ
ナ
貨
城
　
在
日
外
国
人
と
り
わ
け
中
国
人
民
・
　
外
国
人
学
校
法
。
た
粉
砕
／

へ
の
民
族
解
放
武
装
�
争
へ
と
S
S
I

！
鮮
人
民
の
分
。
齢
・
抑
圧
・
差
別
の
み
　
大
村
収
同
所
解
体
／

れ
発
腱
し
て
い
る
。
こ
り
不
屈
に
一
前
進
を
目
的
と
す
る
新
人
Ｕ
法
案
凶
会
抑
止
　
栓
。
’
一
一
反
対

す
る
ペ
ト
ナ
ム
ー
イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
が
Ｇ
を
も
く
ろ
む
日
ぶ
靖
国
『
．
ｈ
義
の
４
１
　
１
１
４
１
ｊ
;
４
ｔ
ｘ

’
ｔ
ｌ
Ｅ

労
働
者
国
家
中
国
を
動
員
し
つ
り
、
ア
と
わ
れ
わ
れ
自
身
か
ひ
だ
ー
ら
形
成
し
　
阻
止
／

メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
最
後
的
障
壁
と
し
て
来
た
国
民
平
和
主
ｉ
ｇ
ｇ
ｉ
ａ
ｌ
ｌ
　
;
１
'
Ｆ
¥
１
４
ｊ
ｚ
;
ｘ

２
３
ｊ
Ｅ
ｊ

で
あ
る
刳
鮮
半
一
三
八
度
綻
へ
肉
ね
し
砕
す
る
水
路
は
、
こ
g
l
i
i
a
4
1
　
S
t
s

て
い
る
申
で
、
「
韓
国
」
経
済
の
末
期
の
闘
い
に
呼
応
す
る
中
に
こ
そ
あ
る
こ
　
狭
山
差
別
４
判
粉
砕
／

的
駝
状
Ｉ
ｓ
飢
闘
金
・
劣
悪
な
る
労
と
を
ほ
く
碓
。
信
し
２
・
ｓ
、
３
・
―
一
３
・
―
集
会
に
聡
結
集
せ
よ
／

働
条
件
、
絶
望
的
な
物
価
・
ａ
に
抗
議
し
会
に
全
て
り
学
友
か
結
集
さ
れ
ん
こ
ど
　
　
　
　
東
洋
大
学
入
管
体
制

て
焼
身
自
殺
し
た
チ
ョ
ン
テ
ー
ル
君
を
心
か
ら
訴
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
粉
砕
実
行
委
員
会

は
、
帝
・
国
お
義
本
土
内
に
あ
っ
で
深
く
　
一
几
一
几
ｔ
阿
一
口
は
ｕ
口
水
泡
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″
．
、
．
…
．
．
．
．
．
：
…
．
．
．
．
．
…
．
］
　
戸
Ｅ
Ｖ

　
　
閤
　
　
　
ベ
ト
ナ
ム
ー
ぐ

　
Ｓ
説

ン
ド
ツ
ナ
脂
高
に

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
心
『
．
ぃ
Ｊ
、
喊
発
刊

戦
術
円
刀
関
係
ｏ
他
杯
べ
洵
ぎ
、
こ
い
日
本

土
才
南
部
朝
鮮
Ｉ
沖
縄
を
中
心
士
り
る
極

’
宋
内
局
に
汽
陣
岡
に
そ
ｏ
刻
印
を
．
ふ
し
始
め

几
そ
れ
に
洋
い
、
日
ぷ
一
轍
Ｉ
争
に
に
が

在
れ
る
全
ゆ
る
左
一
月
朗
流
に
間
わ
れ
で
い

・
ざ
’
に
は
、
．
一
ｊ
Ｊ
ぶ
々
け
つ
つ
、
白
り

ｙ
ｄ
を
設
定
し
太
土
に
お
□
る
戦
吻
的
ヘ

ゲ
モ
ー
〒
べ
Ｔ
ジ
ｒ
革
命
の
統
一
に
娼
回

に
姚
践
才
る
こ
．
払
円
釆
る

‐ ９
か
否
か
と
し

て
心
七
‐
刑
、
‐
い
諸
政
ｎ
ぽ
汗
に
・
．
よ
つ

レ
ー
し
ぺ
い
、
西
ぃ
ゆ
る
左
翼
賄
園
池
は
、
こ

ｇ
ｙ

ｙ
Ｆ
Ｓ
ｙ
ｙ
７
ｊ
ｇ
Ｍ
１
４
Ｃ
Ｉ

申
で
恥
墜
ご
れ
’
・
足
高

…
…
…
・
‐
‥
い
’
心
。
い
坦

で
あ
。
・
ヅ

　
　
　
Λ
江
Ｖ

　
わ
れ
わ
れ
け
圃
’
レ

　
こ
れ
に
４
し
で
、
日
本
恥
土
０
急
進
同
人

窄
闘
争
か
「
朗
を
な
す
べ
き
か
」
と
し
て
応

え
る
巾
に
、
七
一
年
代
い
核
心
的
贋
珊
が
存

仁
づ
・
い
’
Ｊ
こ
こ
を
、
何
回
強
調
し
て
も
、

強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
．
わ
れ

わ
わ
は
染
り
友
学
に
お
□
る
全
て
○
急
進
的

か
勺
左
翼
萌
潮
流
の
総
体
か
、
あ
ｏ
屡
輝
明

‐
ぺ
几
り
于
・
十
一
目
決
戦
以
降
Ｏ
日
本
他
国

仁
義
国
家
権
力
―
機
動
隊
０
一
時
的
制
圧
下

０
状
Ｘ
を
明
確
に
突
破
す
る
カ
・
回
は
、
唯
一

入
汽
・
沖
莉
、
｀
ｉ
４
、
斌
軸
と
す
る
反
布
国

む
義
ｏ
・
極
り
形
成
・
．
じ
で
あ
．
９
ご
諸
っ
て
き

た
ご
ｔ
し
・
ｔ
、
ト
篆
駅
に
お
け
る
朝
鮮
‘
Ｍ
校

牛
防
ｉ
Ｗ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｆ

ｉ
４
ｉ
へ
の
・
国
笥
ぷ

き
襖
λ
浬
叫
宍
す
る
支
持
闘
争
と
し
で
如

何
に
反
清
一
争
い
極
が
形
成
で
４
‐
る
０
び
＆

ｌ

羞

き
上
げ
る
○
か
哨
朝
鮮
の
民
衆
的
蜂
起
に
と

れ
は
と
早
く
か
ら
零
細
さ
れ
て
い
る
○
か
、

在
日
被
抑
圧
氏
族
の
Ｉ
い
に
ど
れ
ほ
ど
肉
迫

し
た
雌
平
か
ら
支
持
防
衛
闘
争
を
日
帝
に
対

し
て
挑
む
の
か
。
か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
の
戈
践
に
お
い
て
口
本
僧
国
む
一
刻
倒
の

綱
領
的
水
路
を
歩
む
こ
と
が
出
来
・
‐
心
り
で
必

る
。

　
コ
ー
・
四
沖
縄
と
師
に
圖
う
包
帯
集
会
」

に
お
け
る
全
国
全
共
闘
議
援
山
本
義
隆
君

の
発
。
は
、
以
上
の
謙
な
状
勢
・
の
転
換
と

緊
急
の
課
題
に
別
し
て
全
｀
く
無
自
覚
で
あ
る

か
故
に
二
八
九
彫
ま
で
の
急
進
的
大
衆
闘
争

の
余
聞
的
自
Ｊ
』
否
定
こ
、
そ
れ
・
叩
ら
○
出

発
寸
に
う
、
発
く
歴
史
０
流
れ
を
無
視
し

一
良
復
帰
協
政
庁
・
０
成
立
こ
、
六
十
九
年
二

・
四
ゼ
ネ
ス
ト
、
そ
し
て
国
政
参
加
端
挙
と

し
て
存
在
し
で
き
た
。
そ
れ
ベ
コ
ザ
反
米

肇
勁
の
登
場
と
い
う
申
に
あ
っ
で
、
復
帰
一

の
闘
争
秩
序
を
突
破
し
、
直
接
的
か
つ
、
組

縁
的
に
無
地
と
０
対
決
を
行
い
つ
つ
、
厦
一

喝
一
良
の
口
恂
へ
の
Ｍ
服
を
打
破
し
闘
い
抜

か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
沖
繩
本
土
復

帰
闘
争
の
地
平
を
現
在
確
豚
し
な
吋
れ
ぱ
な

ら
な
い
Ｑ
沖
縄
民
衆
は
、
コ
ザ
鱗
動
を
経
・
験

し
、
し
か
も
勝
利
明
解
放
感
の
中
に
こ
れ
を

麗
い
抜
き
、
自
身
の
米
軍
政
に
対
す
る
優
位

性
を
感
じ
始
め
た
。
そ
れ
t
r

l
l
村
、
笑

７
村
の
民
衆
的
蜂
起
へ
こ
赳
給
し
、
釆
軍
政

へ
攻
勢
的
闘
争
を
Ｍ
開
し
始
じ
め
た
。
そ
れ

ば
か
り
で
は
な
く
歴
史
的
に
沖
縄
民
衆
を
組

武
装
対
峠
関
係
０
中
に
、
コ
ザ
を
受
け
た
全

軍
涙
丿
久
的
闘
い
の
水
陰
ｌ
４
い
出
す
こ

と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
沖
縄
民
衆
に
、
あ
れ
こ
れ

と
注
文
を
す
る
こ
と
は
田
来
兄
だ
が
、
わ

れ
わ
れ
は
、
こ
○
現
実
が
生
み
出
し
た
、
歴

史
的
に
新
た
な
段
随
と
も
い
う
べ
き
事
実
に

関
し
て
、
幾
度
と
な
く
鮮
明
に
提
起
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
本
土
の
左
翼
的
潮
流
が
「
本
土
復
帰
闘
争

の
限
界
、
云
々
１

‐
‐
と
諸
っ
た
時
、
彼
ら
の
沖

縄
に
対
す
る
位
置
は
、
反
動
的
と
云
わ
ね
ぱ

な
り
な
い
ぢ
っ
う
。
口
吻
本
土
０
生
産
関
係

０
高
度
化
を
し
て
、
自
身
○
闘
い
の
戦
略
的

優
位
性
汽
芯
時
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
社

会
排
外
主
1
9

4
1
9

z
y
g
y
4
E
￥

　
　
　
　
　
　
　
・
兄

沖
縄
本
土
復
帰
闘
争
を
防
衛
す
ｔ
闘
’
い
を
　
圧
日

i ‘

目

d i

冲
莉

』
コ
ザ
爾
に
起
’
ひ
ぺ
く
し
で
起
‐
邱
吻

冲
知
力
９
旋
に
仙
旨
ｙ
ｒ
９
３
＆
Ｊ

そ
れ
に
引
t
l
v
Z
M
'
2

F
g
t
{
I
R
E

１
り
ツ
ご
几
甲
吋
ら
毒
ガ
ス
｝
送
咀
山
‥
．
闘
争

ロ
・
に
、
極
大
い
伎
則
け
を
．
回
≒
そ
し

ヅ
…
…
…
‥
゛
．
、
南
部
朔
鉛
に
お
い
て
朴
永
享
監
獄

政
枡
い
呵
敗
哨
ぶ
に
杭
八
し
男
？
1
‐
1
殺
こ

鴎
‥
だ
聚
泰
心
ズ
チ
ノ
ご
．
マ
イ
ー
ル
）
ご

か
次
し
で
塙
向
り
ぶ
題
を
提
起
し
ｙ
甕
代

　
だ
が
、
現
１
国
家
哨
力
い
戦
術
的
力
関
係

が
、
沖
祠
ど
哺
鮮
を
突
破
目
ど
し
て
民
衆
の

側
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
時
、
問
嘲
の
核
心
的

任
務
は
次
い
縁
に
変
史
・
さ
れ
な
ｄ
れ
ぱ
な
ら

な
い
．
．
即
ら
コ
ザ
、
全
一
軍
労
町
り
ａ
接
的
か

つ
μ
体
的
な
課
題
に
対
し
て
、
ど
れ
″
吋
大

衆
ふ
」
鮎
に
出
来
る
０
か
｛
か
と
し
て
間
瑞
は

設
定
・
ご
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
ど
．
日
本
帝
国
土

一
・
「
何
回
犬
ル
こ
齢
づ
入
、
モ
ー
づ
刈
谷
引
コ
ザ
反
胤
Ｍ
動
に
刻
リ
る
綜
吠
的
な
不

一
軍
‥
江
閃
戸
酉
固
入
コ
高
ス
循
一
‥
ベ
　
ヮ
リ
ッ
．
、
ご
ら
が
れ
・
ｏ
り
に
日
本
帝
国
主

　
一
九
一
丸
年
‐
i
.
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.
.
.
.
.
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l
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“
昌
与
る
な
ら
に

　
と
一
几
・
パ
‥
バ
．
一
・
ブ
凭
…
…
い
…
…
一
一
”
‐
う
け
口
内
ぶ
ｆ
脇
い
払
大
を
通
し
て
急

・
愚
問
分
節
ふ
良
、
泌
リ
や
？
レ
ド
い
Ｉ
ず
に
訟
ヅ
ベ
氷
上
急
慰
鴎
大
家
闘
争
○
拘

　
い
『
ｙ
日
、
リ
ペ
に
抒
愁
脳
．
だ
？
．
・
り
に
な
池
を
い
か
に
再
組
織
し
す
る
の
か
と

　
し
、
ギ
リ
ギ
り
∩
．
‘
・
ズ
心
い
・
．
め
四
足
ご
し
・
Å
一
刺
め
て
実
践
的
に
開
わ
れ
で
い
る
．

よ
｀
い
い
恣
叫
目
一
う
て
か
ヅ
『
７
‥
．
．
　
沖
リ
ぶ
昌
．
レ
軍
ぶ
植
尺
地
解
放
闘
争
に
と

穴
発
・
Ｊ
と
し
て
珂
わ
れ
た
の
で
あ
そ
問
題
縁
し
て
い
ぺ
l
t
i
y

i
l
9
闘
争
的

は
、
六
九
年
代
の
急
進
哨
大
衆
圖
争
り
防
衛
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
動
ｎ
し
つ
つ
「
Ｍ
良
打
倒
」

と
、
反
哨
国
主
義
へ
の
動
員
と
し
て
・
兄
て
な
を
捷
起
し
た
Ｉ
な
ん
と
度
帰
一
を
動
員
し

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
　
　
た
の
で
あ
る
。
戦
後
二
十
ｈ
年
咄
「
ヤ
ン
キ

　
　
　
　
　
Λ
盟
Ｖ
　
　
　
　
　
Ｉ
ゴ
ー
ホ
ー
ム
で
し
で
自
身
の
麗
争
を
表

　
以
ｈ
の
当
面
す
る
方
針
り
設
定
ｏ
申
に
あ
現
し
て
い
た
抑
匍
民
衆
は
、
今
、
公
然
と
、

っ
刄
よ
り
具
体
的
に
力
針
を
捉
起
し
な
け
　
一
ヤ
ヽ
ふ
Ｉ
カ
ム
オ
ン
」
と
し
て
、
自
身
の

れ
ば
な
ら
ｊ
Ｓ
‘
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｓ
＆
４
Ｇ
し
彫
め
て
い
。
宛

　
一
班
十
日
～
十
一
日
冲
総
ｏ
ヤ
ボ
哨
の
。
一
　
そ
し
て
、
全
軍
労
の
四
十
八
時
制
ス
ト
と

千
人
西
切
り
撤
回
四
十
八
時
圓
ス
ト
は
、
七
再
度
二
十
三
一
日
以
降
の
七
十
二
時
間
ス
ト
○

○
年
一
月
０
第
一
肢
～
第
二
反
そ
し
て
粕
づ
一
反
複
哨
駒
争
い
申
y

G
4
f
i
t
i
E
改

院
こ
．
ｋ
く
ス
ト
ラ
イ
キ
と
貿
的
に
相
違
か
良
１
義
を
乗
り
越
え
、
下
丿
労
脆
″
ぃ
の
攻
勢

あ
る
こ
よ
資
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
餉
闘
い
を
展
ｙ
リ
る
こ
こ
は
、
あ
な
か
ら
こ

い
。
・
戦
後
二
十
剥
年
㈲
の
冲
繩
本
土
ｌ
ｉ
ｉ

ｉ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｐ
ｊ
Ｑ
ｒ

Ｆ
￥
日
思
必
の
テ

争
が
、
米
軍
基
地
権
力
八
厳
密
に
甲
恥
共
J
　
y

4
H
4
l
y
¥
！
y
夫
○
澪
片
に
・
刈
し

を
行
い
つ
・
リ
、
本
土
喝
唯
名
剛
敵
に
対
し
て
て
実
力
Ｉ
Ｃ
闘
争
し
、
第
一
政
ス
ト
０
総
括
集

反
米
統
一
戦
線
を
呼
ひ
か
け
て
き
、
。
一
程
か
会
に
お
け
る
徊
４
部
批
4
｡
y

S
i
i
‐
J
D

躍
を
い
か
に
永
久
革
命
の
涙
嘔
と
し
て
支
持

防
衛
を
本
土
沖
縄
闘
争
と
し
て
糾
開
レ
て
い

く
か
に
全
力
を
注
禰
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
日

本
帝
国
主
４
し
Ｉ
呆
鳶
政
の
コ
ザ
一
刻
に
対
す

る
危
機
感
は
「
ぼ
塚
協
定
の
調
印
」
を
早
め

つ
つ
あ
兄
全
篇
労
の
ス
ト
に
対
す
る
本
土

右
贋
の
な
楓
感
は
、
右
翼
児
玉
を
し
て
沖
縄

に
い
か
せ
た
。
だ
が
本
土
左
。
翼
の
立
ち
遅
れ

は
何
に
も
増
し
て
絶
？
岡
で
あ
る
。
沖
縄
民

衆
０
「
次
は
何
か
」
に
比
し
て
本
土
の
［
何

ふ
］
な
す
べ
き
か
」
は
そ
○
差
詞
を
典
型
的
に

表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
何
を
な
す
ぺ
き
か

Ｕ
、
今
鮮
明
に
な
り
つ
つ
あ
。
’
Ｑ
。
た
だ
沖
縄

本
土
復
帰
闘
争
の
防
衛
の
た
め
に
こ
そ
、
本

土
は
麗
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
犬
　
ヽ

　
　
　
　
資
　
　
　
　
Ｑ

天皇制･排外主義の再編として¬
　　　▽　　　　¬

・靖国神社法案国会再上程阻止一日比谷集会

　
全
国
命
双
翼
、
令
Ｉ
反
郷
は
、
二
月
わ
れ
わ
れ
は
、
帝
国
主
根
澗
の
反
動
攻

中
一
日
、
日
比
谷
腎
外
蒼
聚
慧
に
五
千
撃
に
立
ち
Ｉ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。
以

名
の
労
働
戮
学
ｔ
泰
一
め
、
「
紀
元
上
の
こ
と
を
恥
提
と
し
で
確
認
し
つ
つ

節
」
粉
砕
、
靖
国
神
社
誠
忠
―
・
再
ト
。
現
実
に
存
す
る
、
天
倒
朝
餉
犀
胴
の
象

程
阻
止
、
梅
沢
起
集
会
を
開
き
、
民
族
徴
「
膿
Ｉ
Ｉ
念
日
」
（
一
九
六
七
年
厦

ル
が
主
要
な
問
題
Q
j
y

2
t
j
れ

砿

節
」
粉
砕
、
靖
国
神
社
誠
忠
―
・
再
ト
．
現
実
に
存
す
る
、
天
倒
鰐
り
涵
の
象
一
ま
な
斟
村
ざ
ん
か
試
申
に
お
い
て

程
阻
止
、
梅
沢
起
集
会
を
開
き
、
民
族
徴
「
膿
Ｉ
Ｉ
念
日
」
（
一
九
六
七
年
厦
「
　
の
米
軍
支
配
体
制
０
悪
辣
な
矛

排
外
主
義
と
．
’
大
儀
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
０
活
」
、
天
職
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
○
鼓
　
　
輯
○
再
度
の
帝
国
主
義
的
処

再
編
に
対
し
｀
断
固
圓
い
抜
く
こ
と
を
ｉ
校
教
育
へ
神
話
の
厦
限
」
な

9
W

し
騎
け
で
い
ｉ
１
を
｀

確
認
す
る
と
共
に
、
現
在
当
面
す
る
同
つ
い
て
の
恩
恵
的
武
装
を
緊
急
に
内
実
一
．
本
土
人
民
主
体
と
し
で
い
か
に
鏝
醇
す

題
と
し
て
り
「
沖
縄
全
軍
労
ス
ト
」
へ
化
さ
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
か
全
休
化
・
る
○
か
、
か
追
及
さ
れ
、
「
・
高
村
さ
ん

題
と
し
て
の
「
沖
縄
全
軍
労
ス
ト
」
へ

の
地
帯
、
人
ｇ
闘
争
、
。
叛
軍
馴
争
、
そ

し
て
部
落
解
放
舞
争
に
お
け
る
質
的
分

戮
ど
戦
線
の
拡
大
を
そ
り
任
務
と
し
で

確
認
し
た
。

　
集
金
は
、
現
在
の
風
潮
と
し
ご
俘
右

申
る
コ
戦
麦
の
平
和
と
民
主
主
義
、
一

が
今
後
と
も
持
続
す
る
」
と
い
う
幻
な

を
、
づ
一
島
嘔
件
等
か
ら
Ｍ
一
し
つ
つ
、

そ
れ
が
植
東
反
革
命
と
し
て
登
嚇
す
石

日
本
の
必
要
条
件
と
し
て
厦
認
せ
ね
ぱ

な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
天
麺
鯛
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
旧
時
代
的
で
、
も
は
や
民
衆

を
こ
ら
え
な
い
と
、
断
定
す
る
な
ら
ば

さ
れ
Ｊ

　
ま
た
本
集
会
は
、
日
本
新
左
翼
胴
筒

の
中
に
在
る
大
き
な
不
均
質
性
を
ｉ
’

し
た
。
そ
れ
は
、
紀
元
一
度
吟
、
靖
国

神
社
紙
鳶
上
程
を
、
単
な
る
排
外
主
鴫

と
し
で
し
か
欄
解
で
き
な
い
部
ぺ
ま

た
。
’
Ｊ
一
島
事
件
に
共
感
を
表
す
必
部
分
の

残
留
で
必
兄
一
召
は
こ
う
し
た
部
分

に
．
ｔ
て
一
時
破
壊
さ
れ
た
が
、
間
題

は
Ｉ
こ
り
一
国
的
潮
沢
を
い
か
に
国
際
社

会
に
和
一
し
て
ゆ
く
か
、
か
大
き
な
Ｉ

甦
ど
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
市
谷
の
瞳
上
目
斬
隊
東
部
方
面
総
監
部
バ
ル
コ
ー
Ｔ
で

7
1
本
埴
膏
つ
た
う
三
島
由
紀
夫
　
｀
　
　

Ｊ

市
民
団
体
も
参
加
、
行
進
申
に
ふ
く
れ

あ
か
。
で
行
く
０
か
印
象
的
で
あ
っ

た
。

　
ま
た
、
公
館
下
の
曲
り
角
で
は
、
学

生
集
団
と
喊
動
隊
か
激
し
く
衝
突
、
多

数
り
截
傷
か
出
て
、
不
当
息
捕
者
は
こ

十
八
名
に
の
ぱ
っ
ち

　
な
お
保
利
官
房
長
と
友
納
県
知
が
は

十
五
日
、
強
制
収
用
行
政
代
帆
行
間
退

に
つ
い
9
i
f

y
2
1
1
2
￥
制
収

用
に
踏
み
切
る
で
こ
１
‐
。
で
何
？
一
致

さ
せ
で
い
兄

＜1･31＞

箪
○
農
民
、
学
生
に
呼
応
す
心
集
政
で

あ
％
j

W
U
I
Z
2
エ
栗
県
に
変

わ
る
う
と
す
る
千
葉
県
に
と
。
で
覗
吽

に
な
る
ｏ
は
勁
然
だ
」
な
ど
ｏ
泗
。
答

吐
‘
さ
、
一
口
、
第
一
期
ぷ
ぶ
一
次
甲

綺
分
六
ヵ
所
４
．
千
一
一
日
ぶ
で
に
明
け
漑

す
こ
と
を
求
め
る
「
戒
告
書
’
」
を
出
し

公
団
０
お
ぴ
き
棒
を
か
つ
ぎ
奔
走
す
る

県
知
事
友
舶
を
糾
弾
す
る
集
会
で
も
あ

£
吻

　
三
男
塚
糾
民
の
Ｉ
士
着
明
「
土
地
防
衛

闘
争
」
は
、
三
里
塚
を
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
シ
ナ
革
命
戦
争
へ
よ
り
介
人
せ
ん

と
意
図
す
る
米
口
］
帝
０
軍
頃
寮
竃
建
設

（
羽
田
空
港
の
米
軍
機
使
用
が
手
ぜ
ま

に
な
っ
た
為
）
を
打
倒
す
る
Ｉ
い
で
あ

る
、
ま
べ
北
富
士
な
ど
○
基
地
、
公

害
、
土
地
収
用
り
全
国
地
域
闘
争
○
最

前
衝
た
る
．
．
一
里
塚
闘
争
は
腕
民
連
動
と

し
て
○
闘
争
０
方
向
性
を
Ｍ
禎
国
主
義

的
闘
争
へ
と
岬
く
擲
い
で
も
あ
る
．

　
集
公
で
は
、
先
づ
予
果
県
反
戦
か
ら

三
里
塚
蜃
民
に
敵
対
す
る
県
知
事
友
納

を
糾
嘩
す
る
と
と
も
に
基
醐
報
包
を
行

い
、
故
小
田
反
対
日
監
副
委
糾
ｋ
へ
黙

幡
を
行
っ
た
．

　
腿
い
て
、
老
人
、
一
入
各
一
ぱ
動
隊
な

ど
０
代
表
は
副
長
叫
．
艮
０
遺
影
が
見
・
守

９
中
で
二
月
吸
戦
へ
向
け
て
り
扱
意
表

明
か
行
な
わ
れ
、
忍
草
に
○
公
、
全
国

全
心
一
な
ど
ｏ
．
『
心
撞
団
体
ひ
ら
り
巡
槽

０
挨
拶
が
続
い
て
行
な
わ
れ
兄

な
學
了
応
騨
り
ｕ
、
尋
ど

栄
暴
動
と
一
つ
で
あ
る
・
．
と
も
に
沖
一
‐
‐

人
民
と
心
竺
に
し
で
い
．
心
」
こ
と
が

確
認
さ
れ
呪

　
昨
年
七
月
八
日
Ｍ
村
陶
ご
．
】
ん
（
沖

鞠
国
頭
郡
本
部
村
田
身
）
は
「
・

、 り
４
の

問
題
」
「
ア
ジ
ア
・
極
喫
の
平
和
」
を

急
本
土
大
東
に
訴
え
、
米
日
帝
国
主
義

を
弾
劾
す
．
’
心
た
め
に
東
京
タ
ワ
ー
を
占

拠
し
た
．
高
村
さ
ん
０
シ
ャ
ツ
に
は

　
「
ｆ
ノ
メ
リ
カ
は
沖
繩
よ
り
ゴ
ー
ホ
ー

ム
」
「
ロ
本
人
よ
、
君
達
は
沖
純
の
こ

と
に
□
を
出
す
な
」
と
書
か
れ
て
い

た
ご
昌
一
い
の
対
象
と
し
て
コ
ザ
一

勅
を
と
ら
４
？
Ｔ
十
二
月
二
い
日
Ｍ

地
０
町
コ
ザ
住
民
は
、
交
通
事
故
を
お

こ
し
た
米
兵
ハ
ロ
ル
ド
を
、
基
地
に
違

作
」
さ
せ
よ
う
と
す
る
米
軍
Ｍ
ぷ
」
り
闘

い
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
０
四
分
め
一

洪
紀
に
咬
ぷ
珊
堆
の
極
悪
非
道
の
圧

政
、
巡
続
す
る
栄
．
μ
の
刻
ｙ
に
り
い
に

カ
ン
ニ
ン
袋
の
お
を
切
Ｊ
Ｌ
報
呪
す
ぺ

く
「
Ｍ
動
」
を
決
行
し
弓
Ｊ
ザ
民
衆

の
今
丿
媛
も
ま
た
「
ヤ
ン
キ
ー
ゴ
ー
ホ

ー
ム
」
で
あ
っ
た
．

　
ま
た
富
村
さ
ん
の
獄
中
か
』
り
の
呼
ぴ

か
け
Ｉ
「
今
ま
で
平
和
だ
○
愛
だ
の
と

い
っ
・
で
お
り
ま
し
た
か
、
そ
の
よ
う
な

○
ん
き
な
瘍
を
い
っ
て
い
る
暇
が
な
く

な
り
ま
し
た
．
我
々
は
、
一
日
も
早
く

内
乱
を
起
し
、
人
民
の
自
由
を
米
日
帝

国
主
義
か
ら
奪
迦
し
、
人
民
り
政
府
を

作
る
り
が
先
で
あ
る
．
共
に
剽
わ
ん
．
ご

は
、
コ
ザ
一
如
か
ら
新
た
に
発
腰
す
る

冲
喊
人
・
氏
の
闘
い
を
予
ｇ
し
て
お
り
、

沖
祠
人
民
と
心
を
一
に
し
て
い
る
こ

　
以
上
○
内
容
を
厦
認
し
つ
つ
抑
糾
人

民
―
Ｍ
封
さ
ん
０
闘
い
に
地
帯
す
る
本

�
捕
者
を
抑
鴫
人
民
ｏ
‐
闘
い
で
奪
還
し

た
よ
う
に
「
富
村
さ
ん
を
、
平
和
と
民

主
主
一
の
帝
国
主
義
法
体
系
に
よ
っ
て

処
分
せ
ん
と
す
る
権
力
Ｉ
東
京
地
政
を

弾
劾
す
る
と
と
も
に
、
全
力
で
奪
還
す

る
￥
１
保
釈
金
カ
ン
バ
り
集
申
に
よ
っ

‐
兄
、
沖
縄
人
民
に
応
え
る
畢
」
。
以
上

ｏ
一
。
一
ぬ
か
確
認
さ
れ
な

　
ま
た
二
月
一
日
に
予
疋
さ
れ
で
い
た

東
京
タ
ワ
ー
で
り
現
禍
検
証
を
急
拠
こ

り
や
め
、
権
力
ｏ
奥
深
く
、
噺
・
示
地
政

祀
か
我
々
少
一
句
・
乙

我
々
．
心
志
を
受
・
げ
い
ゴ

側
れ
た
我
”
ゐ
武
１
宍
り

機
関
銃
の
琲
眺
べ
喇
政

申
で

Ｆ

座

ｉ

･ い

く
り
「
息
子
遂
」
。
生
き
て
、
現

に
闘
い
の
申
に
あ
る
「
息
子
遂
」

限
り
な
き
前
進
を
。
そ
し
て
、
革

命
○
日
に
共
に
起
た
ん
。

　
北
の
Ｉ
て
か
・
り
、
叫
も
隋
り
つ

く
よ
・
リ
な
木
柿
し
が
吹
べ
ｕ
、
一

　
９
ご
え
あ
れ
ご

　
そ
れ
で
い
い
い
だ

　
迪
い
？
の
波
方
、
印
。
閉
米
り
４

2
E
）
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
量
自
で

渕
れ
で
い
っ
た
｀
ｙ
く
０
革
命
戦
士

遼
。
チ
。
‘
・
ゲ
バ
ラ
も
そ
の
一

人
。
今
、
そ
り
ゆ
る
き
な
い
不
滋

紀
の
馴
神
は
ベ
ト
ナ
ム
ー
イ
ン
ド

｜
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
’
こ

そ
の
従
一
や
』
い
、
堅
．
曳

の
飛
躍
を
か
け
た
戮
圖
り

中
で
多
く
り
革
命
幟
―
ぶ

が
死
ん
で
い
っ
ぺ
改
ら

こ
禰
り
手
紙
か
出
さ
れ
尽

　
　
　
″
ち
う
二
度
と
お
会
い
す
る
こ

　
　
と
は
な
い
は
ず
で
す
。
今
は
も
う

　
の
多
く
は
、
将
釆
。
｀
る
、
希
望
に

・
満
ち
ぺ
有
能
な
お
者
進
だ
っ

　
た
。

　
　
六
〇
年
代
日
本
雁
敏
一
争
で
、

　
あ
る
い
は
運
動
り
は
Ｊ
Ｕ
で
目
ら

　
命
を
。
断
ち
、
あ
る
い
は
極
月
０
一

　
力
泌
口
に
よ
っ
て
一
殺
き
れ
て
い

　
っ
た
。

　
　
真
剣
に
生
を
尼
リ
め
、
感
性
を

　
と
ぎ
す
ま
し
、
よ
り
・
具
実
な
る
方

　
向
へ
行
か
ん
と
し
μ
時
、
支
配
６

　
の
キ
バ
は
こ
れ
に
聾
い
か
か
り

　
ち
支
配
者
に
迫
ら
う
こ
と
な
く

　
生
き
よ
、
と
。

　
　
禅
、
・
所
、
最
「
Ｕ
本
の
最
良

　
の
息
子
這
」
、
死
ん
で
い
っ
た
多

む
に
雙
を
試
八
よ
う
と
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ぶ
う
。
君
ど
過
ご
し

た
、
短
い
固
だ
っ
た
け
ど
、
僕
に

Ｌ
ち
で
は
苫
圓
の
口
々
で
し
た
ｑ

所
択
一
争
い
多
忙
さ
・
。
遍
に
ひ
た

　
　
　
っ
き
り
と
い
n
J

H
u

で
い
る
限
り
、
真
剣
に
生
き
よ
う

と
す
る
限
り
、
難
い
続
け
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
の
だ
と
。
そ
し
て
、

僕
が
、
恥
Ｕ
Ｉ
争
で
知
り
し
た
全

て
を
、
μ
に
４

５
ｐ
：
ｙ
４
ｐ

べ
破
産
の
予
．
一
を
抱
き
つ
？

も
、
そ
れ
で
も
、
侠
は
ｇ
に
し
ゃ

べ
り
Ｍ
け
た
。
貨
で
か
終
わ
り
に

巡
り
い
た
時
、
ど
と
め
よ
う
も
な

く
あ
ふ
れ
で
．
Ｑ
ｋ
を
と
う
し
づ

も
な
か
。
っ
た
。

　
裁
よ
、
僕
は
静
か
に
新
た
な
る

闘
い
を
洲
始
す
る
だ
ろ
つ
。
あ
ふ

れ
出
る
血
に
ま
み
れ
、
斑
し
る
叫

み
に
耐
べ
再
ぴ
立
ら
土
が
る
だ

ミ

Ｓ

Ｈ
Ｍ
弓
Ｒ
い
釘
懸
。
な
？
き
講
。
兄

　
富
村
さ
ん
第
五
回
公
判
流
れ
る

D

U爽

京
地
蔵
二
〇
回
り
小
心
唸
で
わ
ず
か
十

八
名
と
い
う
傍
聴
刎
限
り
も
こ
に
聞
か

れ
応
。

　
当
日
は
、
東
京
々
ワ
ー
で
り
堀
端
検

置
に
よ
っ
て
、
「
嘔
件
」
○
状
況
を
再

現
す
る
と
い
う
児
‘
ヽ
か
な
さ
れ
て
い
た

か
、
支
援
団
体
に
よ
る
困
止
行
動
を
恐

れ
た
地
政
当
局
は
急
拠
変
更
し
、
密
室

で
の
証
人
調
べ
を
す
る
こ
と
に
し
で
い

っ
た
。
。

　
公
判
は
、
｀
前
回
、
中
途
で
糾
ら
さ
れ

て
し
ま
Ｊ
だ
意
９
陳
述
０
つ
づ
き
か
ら

行
な
わ
れ
る
予
疋
で
あ
っ
た
か
、
富
村

一一

氏
が
立
ら
よ
が
り
、
場
蜀
検
証
収
り
や

め
に
対
す
る
抗
議
を
行
な
お
う
・
亭
９

と
、
森
岡
政
利
い
‥
は
七
れ
滉
？
要
水

と
Ｑ
な
す
ど
威
。
圧
し
、
よ
た
、
Ｍ
材
こ

ん
を
支
持
す
る
傍
聴
ｘ
か
ら
り
く
持
ぱ

動
に
よ
夕
ｌ
、
訳
廷
内
り
秩
序
を
裕
持

で
き
な
く
な
り
だ
。

　
森
岡
城
判
官
は
膜
告
を
偏
副
詞
八
Ｊ

せ
、
傍
聴
入
心
延
更
に
な
ぐ
る
、
け
。
Ｊ
‘

の
浙
行
を
々
□
だ
当
一
八
Ｊ
七
・
ぃ
れ

ら
　
な
お
、
一
入
り
９
咄
べ
に
ふ
ぽ
靭
辱

4
用
し
、
一
週
同
い
司
誘
７
‐
ぷ
心

几
た
。

自
己
否
定
認
識
論
の
登
場
・
‘

劉
女
史
の
永
住
権
不
許
可
抗
議
集
会

　
劉
彩
品
ざ
ん
へ
ｏ
大
仁
叱
不
許
可
丿

分
倣
回
政
議
集
会
（
．
Ｌ
紅
劉
彩
Ｍ
戈
孤
一

s
a
9
1
絡
会
議
）
は
八
日
、
午
侵
一
時
・

よ
り
、
湾
水
温
公
園
に
約
二
八
）
乙
を

集
め
で
行
な
わ
れ
、
劉
お
品
ざ
ん
交
授

闘
争
D
J
D
I
C
S
S
M
I
’

S
I

＆
り
水
庄
権
申
一
ぷ
許
可
」
に
剱
し

即
時
輝
§
作
．
作
一
留
か
Ｉ
今
回
万
一
・
い
逢

ス
兄
い
く
、
一
－
・
．
ぶ
ｌ
ｊ
れ
≒

　
愚
．
’
一
で
は
、
劉
ご
回
、
砺
．
昌
浬
一

会
．
嵯
ご
１
１
１
心
兄
届
ｘ
が
．
ズ
回
‐
ふ
・
い

冷
貳
申
詞
μ
．
延
し
、
ふ
許
叫
に
い
う

ｆ
ｊ
ｔ
４
５
４
ｋ
ｙ

．ｙ

Ｊ
･
?
！
い
ヱ

紺
行
ダ
ヅ
ｌ
ｌ
凪
だ
．
ご
に
河

- ㎜ ㎜ ㎜ - 一 一 一 一 一 一

- ･ 一 ･

全
人
一
両
に
今
’
．
吹
副
鍼
し
Ｉ
ヘ
ふ
な
く

て
は
な
・
い
な
い
ｌ
‐
．
語
る
ぶ
夕
．
ら
測
確

な
こ
か
わ
れ
て
き
て
い
‘
‐
ｙ

　
集
会
‐
殴
は
日
比
改
八
潮
・
ぶ
七
り
工
」

ン
ス
ト
レ
ー
シ
．
じ
よ
霧
’
惣
ｏ
抗

議
一
八
八
八
わ
、
抗
ｉ
公
…
…
・
’
｛

０
劉
さ
ん
駆
独
り
闘
い
Ｊ
μ
戈
経
過
が

述
べ
ら
れ
勺

　
さ
ら
に
、
支
蜃
翼
り
に
結
恚
ふ
組

織
か
ら
心
発
旨
内
‘
お
り
叩
べ
何
も
ｌ

い
を
組
む
冶
以
り
き
な
ひ
ご
宍
．
い

う
目
丿
批
伺
を
述
べ
、
そ
ぷ
ら
一
ツ

も
山
必
こ
ご
な
く
、
自
‾
Ｅ
ｇ
Ｍ
］

水
原
７
」
ど
よ
．
？
ぷ
歿
哨
に
目
な
り

ア
ジ
ア
吹
値
・
前
り
恥
に
適
詞
す
・
心
．
白
故

2
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'
9
7
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t

司
」
弓
こ
ド
心
る
声
兄

　
そ
れ
に
り
し
ご
ぶ
い
ぃ
ツ
ん
ツ
心
・
吸

嗣
ゃ
に
石
一
．
ｑ
躍
今
ぶ
べ
ご

’
．
が
で
び
ず
、
町
．
／
ｊ
づ
ぶ
凹
犬

戦
線
の
全
国
的
織
組
化
を

Λ
編
集
後
記
い
Ｖ

万
言
占
卜
・
’
心
．
い
・
祭
．
い
乙

弐
訃
ヘ
フ
回
い
足
し
‘
印
『

首
記
申
．
詞
μ
延
し
、
ふ
許
叫
に
い
う
‐
‐
‐
‐
そ
μ
に
じ
・
必
い
‥
７
ん
り
玉
九
回
べ
既
・
バ
邨
乙
．
心
裡
ヘ
ス

出
携
汽
回
￥
に
け
べ
朗
・
ぶ
い
言
嗣
ゃ
に
こ
ぶ
．
ｊ
７
‘
ぶ
べ
ご
勺
ぷ
㈲
叱
り
．
万
ち
ツ
・
Ｉ
已
：
ド

紺
行
ダ
ヅ
ｊ
ｙ
Ｊ
』
．
と
．
ご
に
‘
ご
・
．
ぷ
で
び
ず
、
町
．
ノ
バ
ぶ
凹
八
八
こ
つ
り
ふ
陥
・
郡
ト
刺
か
ノ
穴
フ
ー

ー
沁
目
じ
些
回
ご
一
’
ツ
ふ
八
寸
泌
‐
尼
７
ら
か
回
旭
て
爪
問
回
し
白
し
づ
孚
こ
早
大
－
ｊ
…
…
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ハ
ご
な
じ
「
伸
一
ｏ
池
詣
ば
卸
翻
・
民

．
で
ぶ
‘
　
　
　
　
　
　
言
語
石
万
万
ご
「
一
う
し
だ
一
回
に
上
汽
汝
ぶ
・
乙
」
と
い
っ
た
目
い
晰
、

　
集
心
八
、
冲
祠
救
援
セ
づ
Ｉ
、
一

一
感
を
む
ぱ
‘
．
七
」
と
い
茫
、
尽
将
な
い
．
’
目
唐
桟
を
鍼
抑
り
・
り
闘
争
へ
．
．
・
ひ
り
つ

各
ゴ
ペ
示
戦
嗚
才
り
り
ス
ト
已
竺
陶
害
．
う
け
ｙ
ご
ｏ
集
会
に
お
い
一
め
Ｉ
Ｊ
沖
剛
吸
口
冷
汗
７
昌

い
て
ヒ
ー
方
・
な
っ
た
べ
粒

勺

｀
も
’
句
晨
’
笠
百
人
し
柘
ｕ
で

ご

か
り
し
沁
絢
民
衆
に
宍
”
’
こ
｀
‘
・
¨
゛
い

ぐ
・
ン
ぞ
ー
戸
り
叉
ｈ
に
か
い
こ
．
卸
訊
‐

‐
な
ひ
っ
た
こ
白
ハ
わ
芝
」
乙
く
、
駈
・
口
占
こ
ｙ
．
リ
己
凭

獄
中
か
ら
の
即
時
奪
還
を
確
認

Ｘ

　
ド
呂
ん
ダ
沁
ぃ
公
り
一
月
二

于
九
日
、
千
駄
ヶ
谷
区
に
認
岬
に
ニ
ロ

ヴ
1
1
‐
1
｀
ヅ
、
…
…
Ｑ
Ｊ
心
．
一
．
’
万
一

－

Λ
富
村
さ
ん
支
援
集
会
▽

□
い
｀
碧
．
回
．
ぷ
刊
に
間
口
几
・
．
白
惣
町
政
図
抑
匹
ふ
．
個
体
囚
に
藻
．
心
し
≒

な
ぞ
ご
い
、
誓
？
・
―
現
場
検
一
隻
公
は
、
戈
１
い
・
芦
よ
『
ム
ー
・
回

．
’
硲
い
や
い
に
回
・
’
．
ら
抗
『
・
、
芒
ご
ｒ
．
伺
い
Ｍ
勺
ん
い
以
り
・
司
令
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